
 

 

2022 年度「生徒・保護者学校満足度アンケート」  

クラーク記念国際高等学校 

 

１ はじめに 

  学校自己評価を行う上で、生徒や保護者を対象とする評価を通じて、学校運営や教育

内容等に対して生徒・保護者がどのような意見や要望を持っているかを把握し、今後の

取組や自己評価に活用することが重要である。 

  このため、本校では、在籍する全生徒及び保護者を対象に、本校の教育に対する満足

度を調査するための「学校満足度アンケート」を Web アンケートツール「Forms」によ

り実施している。 

  なお、アンケートの実施に当たっては、匿名性の担保に配慮する観点から無記名方式

としている。 

 

２ 調査及び集計結果 

  生徒及び保護者に対し、以下の(1)～(16)の項目について、【１：とても満足している 

２：やや満足している ３：あまり満足していない ４：全く満足していない】の四者

択一方式でアンケートを実施した。１又は２と回答した者の割合は以下のとおりである。 

項目 生徒 保護者 

学力とペースに合った学習体制 78.9％  80.5％  

専門的な学習（コース・専攻） 82.2％  82.6％  

英検対策の充実 79.2％  76.3％  

資格・検定の取得 79.7％  77.0％  

キャリア学習・探究学習の充実 75.1％  77.8％  

学校行事・イベント 76.3％  79.8％  

学校内での諸活動（生徒会、委員会、部活動など） 76.6％  75.1％  

学校外での諸活動（地域連携、企業連携、高大連携など） 70.9％  72.7％  

全国で取り組むクラーク国際の諸活動（各種コンテスト、 

コンクール、e スポーツ、宇宙探求部、応援部、登山隊など） 
70.5％  72.5％  

海外語学研修制度 67.0％  67.8％  

進路指導 81.9％  77.6％  

進学対策授業・学習 77.9％  71.2％  

やりたいこととの両立 79.6％  79.8％  

友人や仲間との関わり 85.9％  82.6％  

先生に安心して相談できる 82.1％  88.0％  

学校や先生からのサポート体制 83.3％  84.8％  



 

 

３ 考察 

 (1) 生徒学校満足度アンケート 

・ 16 項目中 13 項目において 75％を上回る満足度が得られた。 

・ 16 項目中「友人や仲間との関わり（85.9％）」「学校や先生からのサポート体制

（83.3％）」「専門的な学習（コース・専攻）（82.2％）」「先生に安心して相談できる

（82.1％）」「進路指導（81.9％）」の 5 項目において 80％を上回る満足度が得られ

た。 

・ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、ここ 2 年間海外語学研修が実施で

きていないことや、海外語学研修に興味・関心のない生徒も含まれるため、他の項

目と比較して、「海外語学研修制度（67.0％）」の満足度が低くなった。 

    

 (2) 保護者意識調査アンケート 

・ 16 項目中 12 項目において 75％を上回る満足度が得られた。 

・ 16 項目中「先生に安心して相談できる（88.0％）」「学校や先生からのサポート体

制（84.8％）」「友人や仲間との関わり（82.6％）」「専門的な学習（コース・専攻）

（82.6％）」「学力とペースに合った学習体制（80.5％）の 5 項目において 80％を上

回る満足度が得られた。 

・ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、ここ 2 年間海外語学研修が実施で

きていないことや、海外語学研修に興味・関心のない生徒の保護者も含まれるため、

他の項目と比較して、「海外語学研修制度（67.8％）」の満足度が低くなった。 

    

(3) 全体を通して 

・ 2022 年度については、2021 年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を反

映した結果になっているものの、ICT・オンライン環境等を整備した結果、コロナ禍

の状況ではあっても、授業に対する不安は軽減できつつあると思われる。 

・ 新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが 5 類感染症に変更されたもの

の、今なお感染終息が見通せず、社会全体が長期間にわたって新型コロナウイルス感

染症と共に生きていかなければならない「with コロナ」の状況下にあって、ICT はこ

れからの学校教育に必要不可欠な基盤的なツールとして、これまで以上にその重要性

が増している。 

こうしたことから、2023 度も引き続き ICT 等を活用した教育活動の充実を図ると

ともに、本校が以前から注力している企業との連携や非認知能力の育成を目指した探

究型学習の推進、グローバル教育の更なる充実を目指した英語授業の拡大及びコース

教育の更なる充実に向けた教育環境の整備に努めていきたい。 


